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要約

現在，牛枝肉における肉質評価は胸最長筋を中心に行われているが，その他の筋肉も牛枝肉の経済的価値に影響

を与えていると考えられる。本研究では，黒毛和種去勢牛 3，414頭から得られた第 6-7肋骨聞の枝肉横断面画像

より，胸最長筋および僧帽筋について，画像解析の手法を用いて，面積，脂肪交雑の量，脂肪交雑粒子のあらさお

よび胸最長筋の形状などを数値化し，それらの形質に対して出荷年度，出荷時期および出荷月齢などがどのような

影響を与えているかについて検証を行った。その結果，出荷年度が進むにしたがい，胸最長筋において，面積では

特定の傾向は見られなかったが，脂肪交雑の量は増加し，かつ脂肪交雑粒子は細かくなる傾向を示した。それに対

して，僧帽筋において，面積および脂肪交雑の量では特定の傾向は見られなかったが，脂肪交雑粒子は胸最長筋と

は対照的に，年々あらくなる傾向を示した。さらに，胸最長筋の形状は，近年，扇平かつ被雑になる傾向を示した。

また，出荷月齢が進むにしたがい，胸最長筋において，面積では一定の傾向が見られなかったが，脂肪交雑の量は，

29ヵ月齢未満と比較し， 29ヵ月齢以上で有意に高い値を示した。それに対し，憎帽筋において，面積は， 29ヵ月

齢未満と比較し， 29ヵ月齢以上で有意に高い値を示したものの，脂肪面積比では一定の傾向は見られなかった。
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緒言

わが国では近年，遺伝的にも飼養管理の面でも，肉

質，特に脂肪交雑に偏重した改良から，質量兼備に重

点をおいた改良に移行しつつある。現在，日本におけ

る牛枝肉の評価は，牛枝肉取引規格に基づき資格を有

する格付員により行われている 1)。肉質に関する評価

の対象は，胸最長筋を中心としたものであり，他の筋

肉についての記録はほとんど存在しなPo また，せり

による取引においては，格付記録を参考にしているも

のの，それだけで価格が決定するのではなく，買参入

自身の経験や主観によるところも大きい。その際，胸

最長筋以外の部分，特に僧帽筋やばらの充実度も考慮
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されると考えられる。

枝肉横断面の筋肉形状の特徴について，口田ら2)

は，受精卵クローン牛を用いて画像解析によりさまざ

まな筋肉の面積，脂肪交雑の形状などを客観的に評価

した。また，撫ら3)は，枝肉横断面のさまざまな筋肉

の面積や形状を数値化し，枝肉構成の推定を試みた。

このように，胸最長筋以外の筋肉に関する報告も若干

ではあるが存在する。しかし，いずれも小規模なデー

タを扱ったものであった。そこで，本研究では，黒毛

和種去勢牛 (3，414頭)を用いて，画像解析の手法に

より，胸最長筋および僧帽筋の特徴を明らかにし，筋

肉聞の関連性およびそれらの形質に対して出荷年度，

出荷時期および出荷月齢などがどのような影響を与え

ているかについて検証を行うことを目的とした。












